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癒しを求めるところから起きてくる。 rわたし」意識の癒しに必要なものは、 「魂の安らぎJ r生きる意味J r怒り
の対象」であり、それをを、自分の存在を超えた力をもつものに目を向けることと、自分の内側に新たな自己を見付
け出すことで得ようとする。
9) 宗教と「スピリチュアリテイ j の共通点は、 「わたしJ 意識の「癒しJ である。相違点は、宗教には教団・教祖・
教義・経典などが存在する。しかし、 「スピリチュアリティ」には、それらのものがない。あるのは、 「自己の存在
を超えたものJ (それを「外的絶対的他者」と呼ぶ)と「自己の中に真の自己を求める J (それを「内的究極的自己」
と呼ぶ)によって「わたしJ 意識の癒しを得ることである。これが「スピリチュアリティ」の特徴である。
10) rスピリチュアリティ J には、性質・側面・内容・機能・探求の方向性などがある。
11) rスピリチュアリテイ j の内容は、哲学的内容・宗教的内容・心理的内容が混じっている。スピリチュアリティ
の性質は、 「わたし」意識の中核にあり、人生を支える基盤である。
12) スピリチュアルケア(スピリチュアルペインの緩和)には、死に逝く人自身の「わたし」意識へ関心を集中させ、
哲学的・宗教的・心理的内容への配慮が必要である。崩壊した「わたし」意識の癒しには、外的絶対的他者(自己超
越への関心)と内的究極的自己(究極的自己への関心)とがあるので、ケアはそれに向けでなされるのがよい。
研究の意義:
宗教の有無に関係なく、死に逝くすべての人のスピリチュアルケア(霊的援助)が可能になると考える。
論文審査の結果の要旨
死に直面したがん患者のスピリチュアリティ(霊性)の覚醒のメカニズムを明らかにした研究である。資料として
死に逝く人たちが遺した闘病記・遺稿集・日記などを用いて、死に危機を詳細に分析した。更に、その人々と宗教の
関係を宗教用語を丹念に抽出し、そこに現されている願望・期待などを明らかにした。この研究は、スピリチュアリ
ティの本格的研究が今日までなされてこなかったことを考えると、非常に貴重な研究である。また、このような研究
が新たな研究の可能性を開いたといえる。これらのことを考えて博士学位に相当する論文と判断した。
? ?
